
歴史  1 1 中 2  社会 きほん  その 3 こたえ

化政文化
名前

月 日

古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治

今
日
の
問
い

江戸時代後期の文化は、どのような人々によって、どのように楽しまれたのだろう。
下の語群から言葉を選んで、〔　〕に当てはまる語句を書こう。

1 語句を書く 文の〔　〕に当てはまる語句を、語群から選んで書きなさい。

1 19世紀の初め、江戸の町人を中心に栄えた文化を という。

2 与謝蕪村や小林一茶が句をよんだ文芸を (俳句)という。

3 十返舎一九の「東海道中膝栗毛」のような、笑いをさそう読み物を という。

4 錦絵が大量に刷られ、安く売られたため、 は庶民にも広まった。

5 曲亭馬琴が書いた作品は「 」である。

6 本を安く借りられる、出版を支えた店を という。

7 世の中を皮肉やこっけいをまじえてよむ、5・7・5・7・7の文芸を という。

8 落語などを楽しむことができた、庶民の娯楽の場を という。

9 錦絵は、 の版画である。

10 寺社参りを名目に、庶民の間で盛んになった、伊勢神宮へのお参りを という。
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伊勢参り 浮世絵 寄席 化政文化 貸本屋 俳諧 滑稽本 南総里見八犬伝 多色刷り 狂歌

語群

化政文化

俳諧

滑稽本

浮世絵

南総里見八犬伝

貸本屋

狂歌

寄席

多色刷り

伊勢参り

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

ちりつもドリル
学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへの掲載・販

売はできません。
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